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とし、ＩＴコーディネータの活用シーンにフォーカスして、論述致しております。

事務局受付日 2023/3/31

研究・調査
成果概要

「昨年度はＤＸの本論から論じたので、本年度はブレークダウンして周辺を論じて
みたらどうか…。」と言う、ある研究員の発言から今年の活動が開始した。
一口にＤＸと言っても「ＤＸは顧客志向であり、経営者の関心事を中心に取り組む
のが好ましい…。」と言う流れである。
そうなると昨年同様、一つの絞り込んだテーマにして各研究員が章立てに応じて部
分を論じる…というのは、極めて困難であり、今年も「各研究員の注目テーマを、
各々が深堀して論述する」形式とさせて頂いた。

全体を表すテーマとして、「中小企業がＤＸ推進を促進するための周辺技術の研
究」とさせて頂いたが、無論周辺にあるのは「技術」だけでなく「＋α」も必要で、日
本でDXを推進してゆくためには、技術だけでなく他の要素も考慮する必要がある
のではと仮定もし、また外的要因もあるのではと想定し、中小企業がＤＸ推進を促
進するために必要な”非技術？”についての考察も織り込みたいと考えた。

結果的には、各執筆者それぞれが、うまくポイントを書き分け、自身の主張すべき
点を述べさせて頂いたように感じている。
結局のところ個々が対応すべき対象に対して、「あるべき最善のDX推進」を私たち
ITコーディネータは支援させて頂くに尽きるというところで、論を閉じさせて頂いた。
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